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好評により､今回の環境教育イベントも環境ビデオの作成と視聴に決定しました｡普段何気なく排出 

している廃棄物が､どのように処理されているかビデオの映像で確認していただきます｡構想は 

すでに出来上がり､実際に撮影するばかりですが､第７波の影響で､延期が続き､８月前半に予定 

していた撮影日も､再延期となってしまいました｡他の廃棄物処理業者にあたってみましたが､やはり 

受け入れを拒否されてしまいました｡今は､取材をお願いした㈱リーテム殿が落ち着くまで､待ちたいと 

思います｡(株)リーテム殿は､当社の電気部品やＯＡ機器及び周辺機器の処分をお願いしている 

業者で､廃棄物処理においては㊝を得ている優良企業です｡完成まで､今しばらくお待ちください｡ 

夏の節電対策に新提案   

機械グループからの提案で､東側窓の直射日光が強く､日差しを避ければ､室内温度､冷房の効率向上 

効果が期待できるといった内容でした｡早速､環境会議で検討した結果､ブラインド等の日除けを設置する 

意見が採用されました｡以前ブラインドをつけましたが､すぐに埃だらけになった経験から､外にスダレを 

実験的に取り付けてみました｡直接､日が当たる場所には､こうしたスダレが効果を発揮します｡エアコンの 

室外機などに設置したことがあります｡効果のほどをよく見極めて､増設を考えたいと思います｡ 

ダンボール分別の徹底をお願いします 

ダンボール分別でお願いがあります。ダンボールを廃棄するときは、必ず内装のプラスチック等 

取り除いた後、処分してください。右の写真は、ダンボールに梱包用のプラ製品が貼り付けて 

あるものですが、残念ながら、ダンボールに貼り付いた部分はリサイクル不可です。分別してください。 

梱包用の製品が入ったまま処分したり、エアキャップを中に入れた状態で処分しないようにお願い 

します。万が一、誤ってリサイクル業者に渡してしまうと、分別不適として、注意されるばかりか、最悪の 

場合、取引中止となってしまい、リサイクル製品の処分が滞ることになりなりかねません。多くの皆さんの 

努力で築き上げた信頼関係が崩れてしまいます。充分注意してください。大きな箱で､中に発泡性の 

緩衝材等があることを見かけます。ダンボール置場にはリサイクルできるものだけ置くようお願いします｡ 

紙リサイクルのお話    第5回 ｢部品小箱」 

部品が入っている箱、そばにありませんか。そのまま一般廃棄物として捨てていませんか。 

大変もったいないことをしています。紙製のものは、ほぼすべて、リサイクル可能なものです。 

ダンボールでできているものと厚紙でできているものがありますが、両方問題なく、リサイクル 

可能です。ダンボールか厚紙か判断し難いものもあります。分別に慣れない方は、遠慮なく 

ダンボールとして分別していっしょに置いてください。良く、フタを閉めた状態で置いてあることが 

ありますが、中が確認できないので、必ずフタを開けてください。箱も大切な資源です。 

最高責任者のコメント   ～ アンケート調査結果を見て ～ 

本年度の目標である、エコドライブに関するアンケートの集計結果を見た。全員が協力的に回答し 

 有用な情報を得られたと感じた｡エコドライブで重要なことの一つとして､交通情報など  

  活用したドライブ計画を立てることだと思う｡毎年恒例のようになってしまった､帰省ラッシュ､渋滞 

 そうした状況はできるだけ避け､ゆっくり走れるよう､心がけてほしい｡こうした渋滞を解消出来れば 

 数兆円といった単位で節約できる｡環境にも配慮できる｡そのほか､推進してほしいエコドライブの 

 問題点は､エコドライブの進めとして一斉配信したい｡参考にして､取り入れてほしい｡ 

２０２２年度環境目標達成状況                                                                                                                                                                                                                 

環境目標は､エコキャップは 

達成しましたが、電気使用量は  

達成できませんでした。  

累計で何とか目標値を保ちました。                            

  

 

上段の写真は､久しぶりに尾瀬に行って、日光キスゲを撮影して来ました。大江湿原は見頃を迎え、美しい風景を作り出していました。（7月17日撮影） 


